
福島に来て見て感じるスタディツアー
Ａコース福島・二本松エリア



Aコース：福島・二本松エリア

～よってがっせ！満腹の島！
フードで風土を楽しむ、はらくっちぃツアー～

県内学生：福島大学8名、桜の聖母短期大学１３名

首都圏学生：首都大学東京、成城大学、上智大学、
東京家政学院大学、法政大学 計１８名

平成２８年８月２９日(月)～３１日(水)





【コースの概要】

【得られた学び】



８月２９日(月)

▼安達ケ原ふるさと村【二本松市】

▼酒蔵見学（奥の松酒造）【二本松市】

▼飯坂温泉街歩き【福島市】

▼飯坂温泉「ホテル聚楽」【福島市】

▼Aコース 夕食交流会



二本松の郷土料理
「ざくざく」

安達ケ原ふるさと村にて



✔二本松市の室内遊び場での訪問で、以前から外で遊べ
ない子ども達を支援するボランティアに参加していた
が、より子どもの遊び場環境に関してまだまだ需要が
あることを感じた。

～首都圏学生の感想～
✔ざくざくが「野菜を食べる」という意味合いからでき
ていることを初めて知った。

～県内学生の感想～
✔福島に住んでいながら、普段訪れることのない地域での
食を堪能したり、歴史に触れることで運営をする立場で
ありながら、福島への知識や魅力を多く吸収できた。

～安達ケ原ふるさと村～



奥
の
松
酒
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✔全国でも有名ということは知っていたが、実際にお酒
造りの工程を見学したことで、より福島のお酒を身近
に感じられ、PRポイントになると考えた。

～県内学生の感想～
✔お酒造りには、時間と手間がかかるものであるという
ことを、手作業を重視する点で知った。

～首都圏学生の感想～
✔酒造では、多種多様で美味しく提供したいという従業
員の方々の熱い思いを強く感じた。

✔年配の方（既存の日本酒ファン）だけでなく、若い方
にも日本酒を飲んでもらいたいのだなと知った。

～奥の松酒造～



飯坂温泉街歩き



～飯坂温泉街歩き～

～県内学生の感想～
✔観光客が減少しているという現状を知り、「良いとこ
ろだったな」「また来たいな」と少しでも思ってもら
える街歩きにしたかった。

✔県内の学生さんとのクイズが楽しかった。

✔街歩きをしながら足湯を実際に体験し、新しい発見が
あった。

～首都圏学生の感想～
✔協力者の方の飯坂に対する魅力の説明や、貢献的な姿
勢や人柄に、このような方ならまた行きたいと純粋に
思えた。



８月３０日(火)

▼桃狩り→室内での桃の試食体験【国見町】

▼ホテルリステル猪苗代【猪苗代町】

▼全体リフレクション（全コース合同）

▼全体交流会（全コース合同）



国見町

栽培の苦労



～桃の試食体験～

～県内学生の感想～

✔国見町役場の方と、桃農家さんとの結びつきから、国見町全体
に活力感じた。

✔農家さんのお話が直に届く形式で、下見の際とは違っ
た面を見つけることができた。

～首都圏学生の感想～
✔計画変更に関わらず、さまざまな種類の桃を試食させ
てくださった農家さんの優しさと配慮に感動した。

✔地産地消は進んでいるが、県外にもどんどん売っていきたいという
気持ちが感じられた。



～全体リフレクション～
～首都圏学生の感想～

✔食を通して福島をアピールしていきたいことから、
桃を使ったプロジェクトの考案できた。

✔一番何を伝えたいのか、何をしたら福島の良さが伝
わるのかを深く考えた。

～県内学生の感想～
✔話し合いを進めていくと、自分が福島について何も
知らないなということに気づかされた。

✔一から何かを企画する、まとめるということがいか
に難しいかを改めて実感した。





８月３１日(水)

▼裏磐梯五色沼散策【北塩原村】

▼吾妻小富士の登頂【福島市】

▼参加者報告会 (ラコパふくしま)【福島市】

▼解散式
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参加者報告会



～全体を通して感じたこと～

✔他大学と共同で事業をすることの難しさを知識やコミュニ
ケーションを通して実感した。

✔ツアーを計画する上でできた、多くの方々との人脈は今後も
大切にしたい。

～県内学生の感想～
✔首都圏の大学生の福島を知ろうする気持ちと、何かしたいとい
う前向きな意見を直接感じ、運営に携われて本当に良かったと
思った。

～首都圏学生の感想～

✔福島の温かな人柄の方の中にある、PR精神に応えて「また来たい」
と「また会いたい」という思いが観光客増加のきっかけに繋がる。



～課題～
✔情報発信の方法の見直し

今回のツアーで得た情報の発信を個人で行うとして、ツ
アーの参加者全体として約束事を設けることで、情報発信の
統一を図る。

〈反省点〉

自主的なものとして、フリーな情報発信としていたことによ
り、ツアーを終えてしまったことが発信力を弱めてしまうの
ではないかと考えた。

↓

例）共通のタグ付け、１人辺りの配信のノルマを決める、
写真を使用する etc…



2016/12/15

～私たちの考えるプロジェクト～



Our桃 tree プロジェクト
～桃で福島に人を呼び込もう～



福島の産物
・福島県には、「おいしい産物」がたくさんある

福島県の推進する11の農林水産物（「ふくしまイレブン」）

https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/111837.pdf より引用

全国新酒鑑評会において、
福島県の日本酒が、金賞受賞数4年連続全国1位

http://www.asahi.com/articles/ASJ615710J61UGTB00C.html より引用

https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/111837.pdf
http://www.asahi.com/articles/ASJ615710J61UGTB00C.html


特に、桃は・・・

・作付面積・収穫量・出荷量すべてにおいて全国2位

順
位

結果樹面積 収 穫 量 出 荷 量

ha ％ ｔ ％ ｔ ％
1 山 梨 3,220 (33) 山 梨 38,600 (32) 山 梨 36,100 (32)
2 福 島 1,470 (15) 福 島 26,600 (22) 福 島 24,500 (22)
3 長 野 1,050 (11) 長 野 15,900 (13) 長 野 14,600 (13)
4 和歌山 767 (８) 和歌山 9,360 (８) 和歌山 8,610 (８)
5 岡 山 634 (７) 山 形 8,190 (７) 山 形 7,360 (７)

（）は全国に占める割合である。

農林水産省データ「平成27年産もも、すももの結果樹面積、収穫量及び出荷量」より引用

≪平成27年（2015年） ももの結果樹面積・収穫量・出荷量の都道府県順位（上位５位）≫

消費量は
全国1位！

1位 福島県 17.1個/年
2位 長野県 6.6個/年
全国平均 2.2個/年

（平成26年(2014年)）



しかし・・・
・震災以後、福島県産の桃の価値が下がってしまっている現状

近年は良くなっては来たものの、未だ「風評被害」の影響は大きい

福島県広報課作成「ふくしまの″今”」p11を基に作成



県の取り組み
・県は食品の検査体制を徹底し、安全なもののみを流通させている

種別 検査数 基準値超過数 超過数割合

玄米 約1,048万件 0件 0.00%

野菜・果実 4,585件 0件 0.00%

畜産物 4,562件 0件 0.00%

栽培キノコ 758件 0件 0.00%

山菜・野生キノコ 804件 7件 0.87%

水産物 9,215件 7件 0.08%

福島県HPより引用 http://www.pref.fukushima.lg.jp/site/portal/89-1.html

《県産農水産物のモニタリング等情報（平成27年4月～平成28年3月）》

福島県広報課作成「ふくしまの″今”」p12を基に作成



実際の声は・・・？

・スタディーツアー2日目のグループワークでは・・・

◎県産物の安全をアピールする場が、「東京」に依存している印象

(例)物産展、アンテナショップ・・・

◎東京の人は関心を持つかもしれないが、例えば都内のアンテナショップは
既に飽和状態であり、風化したら関心自体も薄れていくのでは？

(例)日本で相次ぐ震災・・・熊本アンテナショップの事例も

→観光客と定住者を増やせるような施策を考えたらどうか？（着地型の発想）



①桃の木の管理&プロジェクトの発信をしよう

１）桃の木を農家の方と管理、栽培の様子を首都圏学生へ発信、首都
圏学生へ手伝いを要請 By県内学生

２）桃の木の栽培を手伝いに福島を訪れる By首都圏学生

３）プロジェクトの様子を、プロジェクトに参加していない首都圏学生に
SNS上で発信 By首都圏学生



①桃の木の管理&プロジェクトの発信をしよう

お手伝いします!!

今日の桃の様子だよ

今度人手が必要

だから来てほしい

桃、育ててみた
#福島来て見て

こんなのあるんだ…



冬

スキー・スノーボード
＠猪苗代湖

冬
スキー＠裏磐梯

②観光も楽しもう By県内学生、首都圏学生

桃を育てるには時間がかかる。何度も福島を訪れるのに、桃の栽培
だけじゃもったいない → 春夏秋冬の福島を観光しよう

春

花見＠花見山

秋

芋煮

夏

キャンプ＠猪苗代湖



②観光も楽しもう By県内学生、首都圏学生

観光を楽しんだ後は・・・

発信
on SNS

福島楽しい！
#福島来て見て

楽しそう…!
参加したいかも…!



③桃の販売を経験しよう By県内学生、首都圏学生

１）収穫した桃を、東京以外の主要都市（仙台など）で販売してみる

２）自ら経営するという、普段なかなかできない経験が出来る

３）自らのスキルアップにつながる



④これまでの流れをSNSでつながっていない人に
も発信しよう By首都圏学生

１）これまで行ってきた内容（栽培、観光、販売）を大学祭などで発表
する

２）プロジェクトに参加した学生とSNS上でつながっていない人々にもプ
ロジェクトの魅力を発信できる

３）プロジェクトに参加する人のさらなる増加につながる



Our 桃 tree
プロジェクト
＃福島来て見て

福島行きてぇ～

桃喰いてぇ～ 参加しようかな…!!

スキルアップしてぇ～

観光してぇ～



⑤プロジェクトを持続可能なものにしよう

１）「③桃の販売を経験しよう」で得られた収入を次年度へ引き継ぐ

２）管理する桃の木の増加や、福島のほかの農産物を共同保有して
新しい「Our○○ tree」をつくる

３）最終的には桃のみならず福島の様々な魅力を更に発信できるよう
にする



⑤プロジェクトを持続可能なものにしよう

Our リンゴ tree

Our 牛肉 tree？Our 鯉 tree？

Our ブドウ tree



2016/12/15

～各個人が行った福島の発信～



2016/12/15

twitterでの発信！
いいね数8件

facebookにて活動報告の転載
１いいね



2016/12/15

ツアーの様子(英語併記)

１１いいね！

facebookのプロフィール画像を
桃の木プロジェクトのポスターに

１６いいね！



2016/12/15

研究室の活動報告の様子。



2016/12/15

画像付きツイート
いいね数７

インプレッション(ユーザーが閲覧した回数)444

エンゲージメント数（画像の拡大など反応した回数）は179



2016/12/15

インスタグラムでの発信！
いいね17件



2016/12/15

インスタグラムでの発信！
投稿回数5回

いいね数計100回
コメント数３回

さらに大学ホームページにも掲載



2016/12/15

インスタグラムでの発信
5枚投稿

計282いいね！
合計コメント数７

海外の方からもコメントが！



2016/12/15

サークルのTwitterやfacebookで発信
サークル内でＡコースとＤコースに分かれたので、

福島の魅力を多方面から発信できた。



2016/12/15

インスタグラムでの発信

多数のいいね！
タグ付けを増やすことで
外部の人からも見られ

やすくした！



2016/12/15

魅力的な写真選びも重要！



2016/12/15

所属サークルでのtwitter、facebook発信
facebookではいいね１０件、閲覧者３６３人
「私も行ってみたい！」との声が多数！

また、世代の違うサークルＯＢからもコメントが！

twitterでの発信
いいね１０件、

インプレッション1356件
エンゲージメント429回

ツアー終了後、
地元の友達と飯坂温泉へ旅行！
↪その友達がＳＮＳで発信！

ゼミ生20人の前で今回のツアーを報告

お土産の福島の桃を友人などに配った！

大学の文化祭で福島に関する展示！



2016/12/15

～まとめ～



2016/12/15

私たち大学生が身近に福島を発信できるツールはＳＮＳ

都会などでは体験できない伝統・景色といった福島の魅力を紹介することは重要

しかし・・・
ＳＮＳだけでは一時的なものになってしまわないだろうか・・・？

継続的に発信していくためには、更なるＡＣＴＩＯＮが必要ではないだろうか？

例えば、

先に挙げた「our 桃 tree プロジェクト」以外にも、

「大学の学食で福島のくだものをデザートに取り入れる機会を作ってもらう」や、

「ゼミやサークルの友人と実際に福島県へ旅行に行き福島県の魅力を感じてもらう」

といった身近にできそうな行動で、

「経験価値」として、魅力ある福島を第三者にも情報としてだけでなく肌で感じてもらう機会を与えられる。

こういったＡＣＴＩＯＮによって福島のファンを増やすことで、

福島の魅力の発信者の数も増えてくるのではないだろうか？



2016/12/15

その結果として、

「新しい福島ファンの発信が、さらに新しい福島ファンを生み出すサイクル」

ができれば

「持続可能な福島の発信」
となるのではないだろうか。



2016/12/15

最終目標としては

「福島＝原発・震災」

ではなく

「福島＝活気のあふれる県」

と認識されるよう、内外から継続的に発信することが重要



2016/12/15

～ご清聴ありがとうございました～


